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特　長



この惹サブアドレスボタン�
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1.お使いになる前に

各部の名称とはたらき





22

1.お使いになる前に

各部の名称とはたらき
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1.お使いになる前に

機器を設置、接続します
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●待機画面の表示は

以下の内容が表示されます。
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自分の名前とファクス番号を登録します
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［LMN］ボタン（ワンタッチボタン
12）を3回押します。











有効読取幅�

100 mm

297 mm

128 mm



















58

2.ファクスを送る
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メモリに蓄積せずにファクスを送るには
（ダイレクト送信）
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2.ファクスを送る

送信を中断するには





0





２：シ゛ュシンフ゛ンショ�
１：ソウシンフ゛ンショ�











自動的にファクスを受けるには
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：ファクス専用モードに設定する

：電話優先モードに設定する
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3.ファクスを受ける
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アイテ＝�

タ゛イヤル　　　　　　　　　ツウワチュウ�

０３３５０９８５７１�
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電話をかけるには
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こんな使い方ができます









ストップ�

セット�

ストップ�

お 知 ら せ
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1.ファクスをより便利に使う

短縮ダイヤルで送信するには
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1.ファクスをより便利に使う

同じ相手先に同じ設定で送信するには
（ワンタッチプログラム送信）

送信時に使用するさまざまな機能（画質モード、タイマ通信など）を設定しておくと、送信時にはワンタッチボ
タンを1回押すだけで、登録した設定内容で送信することができます。決まった相手先に同じ機能を指定して送
信することが多い場合などに便利です。ワンタッチプログラムダイヤルは最大10個まで登録できます。
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同じ相手先に同じ設定で送信するには

ボタンを押します。
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1.ファクスをより便利に使う

時刻を指定して送信するには（タイマ通信）
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1.ファクスをより便利に使う
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受信側の操作で通信を行うには

ポーリング受信をする
送信側にセットされた原稿を、本装置から操作して受信します。
送信側がパスワードのチェックをしているときは、あらかじめ
送信側と同じポーリングパスワードを登録しておいてくださ
い。
複数の相手先を指定することもできます（マルチポーリング受
信）桰
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待機画面に戻ります。
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1.ファクスをより便利に使う

親展で送信／受信するには（親展通信）
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1.ファクスをより便利に使う

サブアドレスを指定して通信を行うには
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1.ファクスをより便利に使う

サブアドレスを指定して通信を行うには
（ルーティング通信）

結果通知をしないときは、何も入力

せずに手順8へ進みます。

入力を間違えたときは、［ ］ま

たは［ ］ボタンを押してカーソ

ルを間違えた文字に移動し、入力し

直します。［クリア］ボタンを押して

最初から入力し直すこともできます。

6
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1.ファクスをより便利に使う

サブアドレスを指定して通信を行うには
（ルーティング通信）
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暗号化�

秘�
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1.ファクスをより便利に使う
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1.ファクスをより便利に使う
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ボタンを押します。







181

1
フ









Fネットを利用するには
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1.ファクスをより便利に使う

Fネット（ファクシミリ通信網）を利用するには
（Fネットアクセス）
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1.ファクスをより便利に使う

Fネット（ファクシミリ通信網）を利用するには
（Fネットアクセス）



Fネットを利用するには

ボタンを押します。
Fネットが呼び出され、暗証番号が一致すると、親展文書が

送信されてきます。

スタート�
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2.各種レポート／リストを出力する

各種の通信結果を確認するには（レポート出力）
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2.各種レポート／リストを出力する

各種の通信結果を確認するには（レポート出力）
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2.各種レポート／リストを出力する
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3.ビジネスホンに通知する
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受信原稿を記録紙へプリントするときは、原稿に合わせて最適な記録紙サイズが自動的に選択されます。ご
利用に合わせてプリンタ（記録）の設定を選択することができます。
設定できる項目と、その内容については以下のとおりです。

縮小 自動的に縮小（70％～100％）してプリント

する

切り捨て はみだした部分を切り捨てる

受信原稿が記録紙より長い場合の処理のしかたを選択しま

す。お買い求めのときは「縮小」に設定されています。

■「切り捨て」に設定しているとき
〈記録紙より長い部分が切り捨て範囲内のとき〉

• 70％まで縮小しても1枚の記録紙にプリントできな
い場合は、複数の記録紙に分割してプリントされます。

（分割重ね書き、�P238）

※切り捨て範囲を変更したいときは、NTT窓口等へお問

い合わせください。

• 記録紙の記録範囲より長い部分が、10mmを超える
場合は、切り捨ては行われず、複数の記録紙に分割し

てプリントされます。（分割重ね書き、�P238）

1
フ
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4
Ｐ
Ｃ
プ
／P239）

記録紙優先 カセットにセットされている記録紙に自

動的に切り替えてプリントする
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5.いろいろな機能を登録／設定する

記録紙選択の設定をするには
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5.いろいろな機能を登録／設定する

よく使うモードをホームポジションとして
設定するには



〈3〉サイファキーリスト



�·�¿�Ä��1
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6.こんなときには

記録紙がつまったら
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6.こんなときには
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6.こんなときには

お手入れするには

送信カバー開レバーを引いて、送信カバー
を起こします。
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7.ご参考に

保守サービスのご案内
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索引

登録内容を削除する ……………………112,256
ファクスを送る…………………………………114

グループダイヤルリスト ………………………………216
リストを出力する…………………210,254,258

掲示板 ……………………………………………140,145
掲示板送信をセットする ………………145,254
掲示板送信を解除する …………………145,254
掲示板送信の内容をプリントする ……145,254

原稿
大きな原稿を送栗倏氈

原稿



294

7.ご参考に

索引

済スタンプ
済スタンプの設定をする ………………249,285
インクを交換する………………………………286

済スタンプボタン…………………………………………22
清掃をする

本体の清掃をする………………………………277
原稿読み取り部の清掃をする…………………277
ローラの清掃をする……………………………278

接続（設置）
原稿スタッカを取り付ける ……………………24
原稿セット台を取り付ける ……………………24
操作ガイドを取り付ける ………………………24
受話器を接続する ………………………………25
電源を接続する …………………………………25
電話回線を接続する ……………………………25
外付け電話機を接続する ………………………28
注意ラベルを貼り付ける ………………………29
ワンタッチ宛先記入シートを取り付ける ……29
ワンタッチ宛先記入ラベルを貼り付ける ……29

設定………………………………………………254～267
回線種別を設定する ………………………27,262
呼出音（ベル回数）を設定する …………74,264
自動受信のモードを設定する ……………76,254
リモート受信を設定する …………………80,258
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